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若者文化研究が描く生徒たちの実相
山口　晶子
1. はじめに
本稿では、若者文化研究の知見が、学校で生活を送る生徒たちをどのように描いてきたの
か、その実相を概観することを目的とする。
若者たちの文化に着目し、そこで得られた知見をどのように実際の教育に活かしていく
か、ということは、若者文化研究の抱える大きな課題の一つであると考えられる。なぜな
ら、若者文化研究が、若者たちに特有の文化や行動様式、志向などを取り上げ、明らかにす
るという実態把握にとどまってしまうことが多いためである。しかしながら、教育学や教育
社会学等の領域の中で、若者論、あるいは若者文化論といった形で位置づけられている以
上、明らかになった知見を、実際の教育場面に結びつけていくことが、専門分野としての大
きな役割の一つであると考えられる。
とりわけ、児童・生徒が若者文化と接している部分は、学校生活とは離れた、情報や消費
との結びつきであるとも言うことができ、学校生活だけを注意深く観察していても、なかな
かその実態把握が難しいものである。従って、学校生活以外で、児童・生徒がどのような文
化と接しているか、ということが明らかになる意味は非常に大きいと考えられる。特にこう
した知見は、生徒たちの志向や考え方などを理解する、生徒理解の目的と重なる部分が大き
いだろう。だが、実際には、若者文化研究が明らかにした知見を実際の教育に直結させるこ
とは容易ではない。そのため、こうした成果が教育という観点からは重視されづらい傾向も
みられている。
そこで、若者文化研究の知見と教育、とりわけ生徒指導、生徒理解との連関を模索するに
あたり、まずはこれまでの若者文化研究の成果が、生徒たちをどのように描いてきたのかを
概観する。具体的には、生徒たちの特有の文化（生徒文化）に着目した研究蓄積のある、
1970年代前後から 2000年代にかけての整理を試みる。
2. 生徒文化、若者文化研究のレビュー
『教育社会学研究』においては、およそ 10年周期で、青年や生徒、学校の文化について
の研究のレビューが行われてきた。本稿と関連する生徒文化研究に関するところでは、武
内・苅谷・浜名（1982）があり、これまで馬場（1958）、木原（1964）、浜田・松本（1972）
の 3回の文献レビューを受け継ぐ形で、学校社会学に関する 10年間（1972−1981年）の
研究のレビューを行っている。その中に生徒文化研究も含まれている。
その 10年後の山村・北沢（1992）では、日本教育社会学会の会員による研究を中心に、
子ども・青年を主題とした研究のレビューを行い、ほとんどの研究が質問紙調査によるもの
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であった点について、それ以外の方法の必要性を指摘している。こうした議論なども踏ま
え、『教育社会学研究』以外の文献ではあるが、武内（1993）も生徒文化の系譜を整理して
いる。
その後、伊藤（2002）が青年文化と学校について 90年代からの構造的な変容についての
考察を行い、生徒たちの下位文化と学校との関係がそれまでとは変わってきたことを指摘し
ている。伊藤はその変化として、①青年文化のもつ生徒文化の側面と若者文化の側面のう
ち、若者としての面がより強まったこと、②青年たちの関心が内面や人間関係に向かって
いったこと、③アイデンティティの拡散、の 3点を挙げている。そして、こうした変化を
もたらした構造的な変容として、（1）学校と学校経験の変化、（2）消費社会とメディアの影
響を挙げている。伊藤論文の後は、生徒文化、青年文化、若者文化に関する研究レビューは
『教育社会学研究』には掲載されておらず、直近では第 76集（2005）にて「後期青年期の
現在」という形で、20代から 30代前半の若者の現状を多角的にみる特集が組まれている。
以上のように、およそ 10年周期で研究レビューが行われてきたテーマであることを踏ま
えると、ちょうど現在が振り返りの時期にきていることが感じられる。山村・北沢が指摘す
るような方法論的問題点や、伊藤が指摘する変化として考えられる消費に傾倒する若者たち
の実情、メディア利用によるコミュニケーション変容、自分探しや物語を追い求める傾向な
どを視野にいれた上で、近年の研究成果を整理していく必要性があるものと考えられる。
加えて、これまでのレビュー論文においては、生徒文化や青年文化、若者文化をとおし
て、どのような生徒像、生徒たちの様子が描かれてきたのか、という視点での整理はいまだ
行われてきていない。先にも述べたように、これらの研究が明らかにする行動様式や志向
は、学校生活以外の生活と密接に関わっており、生徒たちの実態を把握する上で極めて重要
な知見であると考えられる。多様化する若者たちの文化とともに、それに着目する研究成果
や評論も多種多様なものが蓄積されてきているが、こうしたものをもはやひとくくりにして
整理していくことは困難である。従って、本稿では若者文化研究が描いてきた生徒像、とり
わけ高校生に着目した研究のレビューを行いたい。
3.　生徒文化研究から見える生徒像（1960 年代後半〜 1980 年代）
生徒文化研究のレビューは、前述のとおり既にいくつもされており、詳細に振り返る必要
はないであろう。本稿では、生徒文化研究が描いてきた生徒像を整理していく。
日本における生徒文化研究では、アメリカやイギリスにおける生徒文化研究を参照しなが
ら、生徒たちの中にある異なる文化への志向が、学業成績や学校ランク、その後の進路選択
と関連することを明らかにしてきた。
日本の生徒文化研究の始まりは、野村（1967）にあるとされている。野村が、日本の高
校生の生活態度においても、娯楽や異性への関心への分化が見られることを明らかにして以
降、こうした遊び志向を含めた生徒文化の類型化と、その要因としての学校ランクや学業成
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績との関連が蓄積されてきている。野村論文（同書）では、娯楽や異性への強い関心が「学
力水準が低く、出世競争において既に差をつけられたように感じている生徒の多く集まる学
校（中略）において著しい」（P.86）こと、つまり学力や学校ランクの違いと文化への志向
の関連が指摘された。
その後、高校進学率の上昇を背景に学校ランクの違いによって生徒文化に分化がみられる
ことが、様々な研究で明らかとなった。例えば、米川（1978）による「勉学志向」「娯楽交
友志向」「社会活動志向」「脱集団志向」の 4類型、白石（1978）による「勉学志向」「遊び
志向」「社会性志向」の 3類型、武内（1979、1980、1981、1993前掲書など）による「勉
強型」「遊び型」「逸脱型」「孤立型」の 4類型、秦（1980）による「適応型」「人間関係重
視型」「逸脱型」「ガリ勉型」の 4類型などである。こうした生徒文化の分化を類型化して
とらえた研究では、これらの分化が学校ランクによって規定され、進学校は勉学を志向、非
進学校は遊びを志向する傾向に大きく分化していること、志向する文化によって高校生活に
も違いがみられることが指摘されてきた。類型化における様々な名称はあるが、概ね Lacey
（1970）による生徒文化の「向学校的（pro-school）」「反学校的（anti-school）」という対
抗軸に沿う形で、日本の生徒文化の分化も把握できるであろう。分析においては、これに
「脱学校的（a-school）」を加えた、「向学校的下位文化」「反学校的下位文化」「脱学校的下
位文化」の 3タイプで用いられることもあり、その分布は学校ランクや学業成績のトラッ
キングと関連することが指摘されている（岩木・耳塚 1983）。その後の進路選択との関連で
は、武内（1979前掲書）において、国公立進学希望者は「勉強型」、短大進学希望者は「遊
び（エンジョイ）型」、就職希望者・各種学校進学希望者は「逸脱（なげやり）型」という
傾向がみられ、将来の進路による生徒文化の違いが明らかにされている。
こうした生徒文化の類型化についての研究では、学校に対してどのような志向や態度を
もっているか、ということに主眼が置かれていると言えよう。概ね、「勉強型」などにみら
れる「向学校的」な生徒像では学校に対して肯定的な姿勢、「逸脱型」などにみられる「反
学校的」な生徒像では学校に対して反抗的な姿勢、「遊び型」などにみられる「脱学校的」
な生徒像では学校に対して無関心な姿勢が描かれてきた。そして、その割合は学校ランクに
よって異なり、学校ランクの高い学校では「向学校的」、低い学校では「反学校的」な文化
の比重が大きくなるという傾向が示されてきた。耳塚（1980）は、「反学校的下位文化」へ
の分化がもたらされる要因として、「地位欲求不満」モデルによる説明の可能性を示した。
学校ランクの低い学校において「反学校的」な文化の比重が大きくなるのは、「低い地位を
占める生徒の欲求不満、反動形成の結末であると説明し得る可能性がある」（P.117）からで
ある。つまり、生徒たちが自分自身の置かれた状況に対しての不満をもっているために、反
学校的な文化を志向するということである。同様の傾向は、学校ランクだけでなく学校内に
おける学業成績による分化でも確認されており（例えば武内 1979、1980ともに前掲書な
ど）、学業成績が自己評価と関連することで、「成績がよいと自己評価する生徒は生活充実の
傾向があり、逆に成績の自己評価の悪い生徒は無気力傾向を強める」（1979、P.93）こと等
が指摘されている。
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このような生徒たちの反学校的下位文化への志向は、実質的には教師や学校への反抗的な
姿勢として表れていたとされる。例えば、酒井（1996）は、1970年代後半から 80年代に
かけて見られた女子高校生のスカート丈の長さや、男子高校生のリーゼントや長ランなどの
ツッパリスタイルが、「学校に対する反抗のポーズ」であったとしている。それは、「学校が
提示する優等生像をいかに破壊し、自分たちの独自なスタイルを作り上げるか」（P.15）が
重視されていたためであり、反学校的下位文化への志向が反抗的な姿勢として表れていたこ
とを意味している。宮崎（1993）も女子高校生のジェンダー・サブカルチャーの分析の中
で、教師への対応や規則に対する態度が、制服の着方に表れていることを明らかにしてい
る。また、脱学校的下位文化も学校ランクが下位の学校で多く見られるとされているが、こ
れについて米川（1978前掲書）は、学業で失敗した生徒たちに、勉学重視価値志向に代わ
る享楽志向を強める機能をもっていたことを指摘している。こうした指摘は、「70～80年代
の高校生の大半、即ち 15～17歳青少年のほとんど全てが学校文化の影響下にあったこと」
（酒井 1994、P.230）を示しており、生徒たちが学校の価値や規範を強く意識していたと言
えよう。
生徒文化研究が明らかにしてきた、反学校的下位文化への志向は、青少年非行の説明要因
としても用いられている。徳岡（1992）によれば、青少年非行の問題として、内部過程す
なわち学校教育の中へと目が向けられるようになって以降、その学校要因として生徒文化が
注目されるようになり、生徒の反抗的な態度と問題行動との関連が扱われるようになったと
される。例えば、高校生の問題行動が、生徒文化と関係づけられることで新たな意味づけが
付与されることや（樋田 1982）、強い影響力をもつ学校文化との関連、すなわち生徒文化が
問題行動、逸脱行動の要因や過程と関連すること（穂坂 1984）などが指摘されている。こ
うした研究が明らかにしているのは、学校格差などの背景的構造だけが問題行動の要因であ
るわけではなく、それが生徒文化を媒介することで強められたり、押し出されたりしている
という可能性である。
以上を整理すると、生徒文化研究が描いてきた生徒像は、おおよそ次のようなものであっ
たとみることができよう。生徒たちの中には、異なる文化への志向があり、勉強や学校生活
を重視するものや、それらに反発するもの、あるいはそれらに興味を示さず勉強や学校生活
以外のものを重視する、といったようなものがある。そして、このような生徒文化の分化
は、学校ランクや学業成績、進路と関連があるということ、もう一つは、学校の論理や規範
が生徒たちの中で意識されているということである。
こうしたことから考えられるのは、生徒文化研究が明らかにしてきた生徒像とは、あくま
でも「対学校」での姿勢や志向であると言えよう。学校の論理や規範に対して従うも反発す
るも興味を示さないも、これらはすべて学校ありきでの志向だからである。このような高校
生たちを酒井（1994前掲書）は、「学校文化に強く支配された世代」とみている。
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4.　生徒文化から、青年文化、若者文化への移行
1970年代から 80年代にかけての生徒文化研究が描いてきた生徒像が「対学校」的な姿
勢や志向であることを、彼らの「生徒としての姿」であるとするならば、「青年・若者とし
ての姿」に着目する必要性もまた、かねてより指摘されてきた。白石（1976）によれば、
生徒のサブ・カルチャーへのアプローチには、「学校集団にあって生徒という地位占有者の
行動様式を総称するか、または、教師によって代表される文化の下位
4 4
（原文ママ）に位置す
る下位文化として定義されている」（P.155）もの（「学校文化論」的アプローチ）と、「学校
組織を包摂する大社会の文化体系の下位文化（Subculture）という意味で使用」（P.156）す
るもの（「青少年の下位文化論」的アプローチ）の 2つがあるとされ、行為者としての生徒
の志向性には「学校組織からの役割期待」と「ユース・カルチャーからの役割期待」がある
とされている。これを受けて、大多和（2001）も「もはや、学校における生徒役割だけを
基準に生徒の行動を説明するだけでは不十分であると考えられる」（P.121）と述べており、
若者文化へのコミットメントも視野に入れていくことの必要性を指摘している。
武内（1993前掲書）も白石論文を受ける形で、「青年の一員としてその社会の文化の影響
を受ける」（P.115）側面があることを指摘し、これを「青年文化としての生徒文化」ととら
える。そこで、テレビゲームとアルバイトの影響を分析し、テレビゲームを楽しむ青年たち
が学校に対して背を向けているわけではなく、むしろ比較的優等生であるといったことや、
下位校の生徒たちにとって、アルバイトが退屈な学校生活からの癒しや、息苦しさからの救
いとなっていることを明らかにした。また、伊藤（2002前掲書）も、青年文化には「学校
と結びついた生徒文化の側面と、メディアや時代状況などを通じて同世代の者たちと結びつ
いた若者文化の側面の双方がある」（P.92）としており、やはり生徒たちの文化が、生徒文
化の側面と若者文化の側面があることを指摘している。
このような指摘は、生徒たちの志向が「生徒として」「対学校」的であるものと、「青年・
若者として」「対消費社会」的であるものの両側面があることを示していると言える。とり
わけ、1980年代後半以降、生徒文化研究が収束していく中で、「対学校」的な志向よりも、
青年文化研究や若者文化研究において「対消費社会」的な志向が取り上げられるようになっ
てきたと言える。
こうした 80年代後半から 90年代にかけての変化を、伊藤（2002前掲書）は「学校の格
差やタイプなどによる分化が弱まりつつあるなかで、生徒たちは「若者」としての側面を強
め、若者文化との関わりにおいて分化するようになってきた」（P.93）とし、「青年」よりも
「若者」の側面が優位であるととらえている。先の白石（1976）による役割という観点から
考えれば、「生徒」としての役割よりも「若者」としての役割がより優位になってきたとい
うことであろう。こうした背景には、消費社会、情報社会による消費空間やメディア機器へ
のコミットメントが一つとして考えられる。生徒文化研究が収束していったことが、生徒文
化自体の拡散であるとは言えないし、そもそも昨今においては生徒文化があるのかないの
か、ということも実証するのは困難であるが、少なくとも、生徒や若者の文化に着目した研
176
究において描かれてきた生徒像は、80年代後半から 90年代にかけての時期を境に変化した
と見ることは可能であろう。
次に、90年代以降の生徒像について、若者文化研究の知見から整理してみよう。
5.　若者文化研究の知見から（1980 年代後半〜）
伊藤（2002前掲書）によれば、生徒文化としての青年文化は 90年代以降変容していっ
たとされるが、それは先に挙げた「若者」の側面の優位性の他に、彼らの関心が内面や人間
関係へ向かっていったこと、複数のパーソナリティをもつようになったことが挙げられてい
る。その背景の一つとして、学校とりわけ高校や大学が「そこで学べば何らかの価値あるも
のが得られるという実感をほとんど持てないまま、しかし行くのが当然という、単なる「生
活の場」になった」（P.96）という学校経験における変化を指摘する。この点については、
酒井（1996前掲書）もまた、「高校生は生徒であることよりも若者であることに、より意味
を感じるようになってきたようだ」（P.14）とし、「意識の上で高校生が学校離れを起こして
いる」（P.16）としている。すなわち、「彼らが態度決定をする時の中心軸は、以前は学校に
あったものが今日では外部の街へと移ってしまった」（P.16）のである。
それでは、彼らからみて外部の街、すなわち社会との関連ではどのような背景的変化が
あっただろうか。それは、多くの人が指摘しているように消費社会、情報社会による、メ
ディアの普及や消費空間へのコミットメントが挙げられるであろう。消費社会や情報社会に
おける若者たちの姿は、学術論文だけに限らず評論や一般雑誌など多様なメディアで論じら
れるようになってきた。ここでは主に、消費社会との関わりとして服装、特に学校制服につ
いての知見と、情報社会との関わりとして若者たちの携帯電話利用についての知見から、ど
のような生徒像が描かれてきたか概観する。
5.1.　消費社会との関わり
若い世代への社会からのイメージが変容し、また定着した大きな出来事の一つは、90年
代前半の「コギャルブーム」1）によるところが大きい。女子高校生たちのいわゆるコギャル
ファッション（短いスカート丈、だぼっとしたルーズソックス）のインパクトや、一部女子
高校生が援助交際を行ったり、ブルセラショップで下着を売ったりしてお金を得ていること
が、メディアに取り上げられるなどしたことも要因となって、コギャルブームが訪れたとさ
れる。
こうしたコギャルブーム前後の生徒像は、彼女たちの文化という視点からどのように描か
れていたのだろうか。一つには、一般的なコギャルイメージを背負うような生徒たちが、か
つての生徒文化研究が明らかにしたような、学校ランクや学業成績の下位層に多くいるとい
うわけではなく、進学校や成績上位層にも存在していたということである。例えば、宮台
（1994）では、お嬢様学校に通う女子高校生が売春を行っていること等が明らかにされてい
る。学校成績が良かったり、学校規範に従順であったりするような生徒であっても、学校外
ではこうした文化に関わっているという実態が明らかになってきたのである。
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一方で、売春行為の有無とは関係なく、コギャルファッションは女子高校生のイメージ構
築に大きな役割を果たしており、女子高校生のある種のブランド化「女子高校生ブランド」
であることが指摘されるようになった。これは、「女子高校生である」というステータスの
みならず、「制服を着ていること」によるところが大きいとされている。その背景には、80
年代後半以降の制服のモデルチェンジブームによって、学校制服への注目が高まっていたこ
ともあるだろう。学校制服への注目の高まりと、コギャルブームの到来によって、女子高校
生への社会的な関心が極めて大きくなったのである。
女子高校生のブランド化については、例えば、主に東京の私立高校生を取り上げている片
岡（1997）によって「制服あるいは制服っぽい格好で、女子高生であることをアピールし
街へ出かける。女子高生の制服は、東京の街なかでは一つのファッションブランド」(P.127)
となっていることが指摘されているし、仲川（2002）は、こうした 80年代後半から 90年
代にかけての女子高校生ブームを「サブカルチャー化する女子高校生」（P.140)と位置づけ
ている。制服ファッションだけでなく、写真シール機（いわゆるプリクラ）の流行や携帯電
話・PHSの利用など、女子高校生の持ち物やその使い方などに大きな関心が集まっていっ
たためである。こうして、高校生という期間限定の時間を消費行動によって楽しむ女子高校
生の姿、消費主体となった生徒たちの姿が、若者文化への着目により描かれていったのであ
る。その後、コギャルブームの収束とともに、過剰な女子高校生への注目はなくなっていく
とはいえ、制服姿の女子高校生のイメージはこの時期に大きく定着し、その後現在に至るま
で安定していると言えるだろう（山口 2007）。
5.2.　情報社会との関わり
コギャルブームの席捲ともに、若い世代のメディア利用、とりわけ携帯電話利用への社会
的関心も高まっていった。次に、情報社会における若者たちのメディア利用に関する研究か
ら生徒像をみてみよう。
1990年代に入ってから、高校生（あるいはコギャル）の必須アイテムの一つとなったメ
ディア機器は、ポケットベル（ポケベル）であった。ポケベルを所持していることのファッ
ション性とともに、ポケベルを利用した高校生なりのコミュニケーションの特性が明らかと
されてきた。岡田（2002）によれば、おもに女子高校生たちによって広まったとされる、
数字の並びを語呂合わせで読むような、一種の暗号的な使用をすることで、女子高校生がポ
ケベルを文字通信メディアとして進化させたとされる。こうした使い方を見たことで、ポケ
ベル事業者がポケベルの数字によるカナ変換機能を加え、暗号であったものから、誰にでも
分かりやすいメッセージ交換を可能にし、ポケベル利用が若者の間で拡大したのだという。
さらに岡田・羽渕（1999）では、街頭での聞き取り調査から、ポケベルの特性である、「気
軽な文字でのコミュニケーション」が若者たちに評価されていたことが指摘されている。
その後、PHSや携帯電話の若年層への普及とともに、今度は携帯電話利用における若者
たちの志向が明らかにされてきた。このようなメディアを介しての若者たちのコミュニケー
ションは、人間関係の希薄化であるという批判（対人関係希薄化論）がある一方、松田
（2000、2002など）によって、若者たちが携帯電話の発番通知機能による「番通選択」に
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よって、つきあう相手を選ぶという「選択的人間関係」を築いていることが明らかとされ
た。特に松田（2002同書）によれば、年齢が若いほど携帯電話の番号を誰にでも教え、か
かってきた時点で「番通選択」により、つきあうかどうかを選ぶ傾向が見られるとされてい
る。高校生についての調査ではないにせよ、こうした傾向が若い世代に見られるという知見
は確認しておく必要があろう。このような研究は、若者たちの人間関係が希薄化しているの
ではなく、むしろ強化されてきているということを示しているのである。
ポケベル利用から見られた、若者の文字によるコミュニケーションへの志向は、携帯電話
の機能の中でも特に、メールへの志向に表れていることも明らかとされてきた（中村
2003）。その後、こうしたメール機能への志向やメディアの普及によって、即レス（メール
を受信したらすぐに返信をすること）やデコメ（デコレーションメール）による、相手への
気遣いに苦労する若者たちの姿も明らかにされるようになってきた。例えば、土井（2008）
はこうした関係性のとりかたが「人間関係のキツさに苦しみ、そのサバイバルの過程で抱え
込んでいる生きづらさ」（P.10）をもつものであるとしている。
さらには、携帯電話を使ったインターネット利用が容易になったことで、ゲームやケータ
イ小説、プロフィールサイトを利用する子ども・若者の姿も明らかとされた（藤川 2008な
ど）。それとともに、学校裏サイトや SNSなどを利用したネットいじめなど、対人関係にセ
ンシティブになっていく生徒像が描かれていったのである。携帯電話の機能の発達は、若者
たちの文化とも密接に関連し、その機能を自分たちなりに使いこなし楽しむ反面、メディア
の普及によってもたらされた常時接続の人間関係に苦しんでいるとみることができよう。
このように 1980年代後半から 2000年代にかけての生徒像の特徴には、消費主体、メ
ディア利用の主体としての姿があると言える。こうした生徒像は、先にみてきたような、生
徒の「若者」としての側面の強まり、優位性とも関連するだろう。若者たちのこのような志
向は、伊藤（2002前掲書）が指摘する、自己の内面や人間関係への関心と見ることもでき
る。女子高校生ブームと関連する制服ファッションや、携帯電話の利用などにみられる生徒
たちの関心に共通するのは、先に挙げたような、自己の内面や人間関係、とりわけ友人関係
への志向という点である。そしてその特徴は、「同じこと」と「差異」に向けられているの
である。
最後にこの点について考察し、若者文化研究の知見から生徒指導、生徒理解への連関の可
能性について検討したい。
6.　まとめと展望
これまで、1960年代後半から 2000年代にかけての生徒文化研究、若者文化研究の知見
をとりあげ、そこでどのような生徒像が描かれているかを概観してきた。明らかになった点
をまとめ、考察を行いたい。
まず 1つめに、生徒たちの中での基準の変化である。1980年代後半頃を境に、生徒文化
より若者文化、「生徒」より「若者」という側面が強くなってきたことは既に指摘されてい
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るが、そのことは生徒たちの文化の志向が「対学校」的なものから「対消費社会」的になっ
てきたということである。それはつまり、彼らの中で文化を選択していく上での基準が「学
校」から「消費社会」に移行してきたということであろう。彼らの行動の基準には「対学
校」的な、「学校に対して肯定的／否定的／逸脱的」ということは、もはやあまり大きな意
味をもたなくなってきた。それは、彼らの中での優先順位が変わってきたと見ることもでき
るかもしれない。
2つめに、社会における彼らの位置づけである。「消費」へのコミットメントを強める彼
らが、果たして消費社会における主役であったのかということであろう。このことは既に多
くの指摘があり、若者文化が社会的に注目され、あたかも彼らが主役であるかのように描か
れる一方で、彼らが消費社会の中に存在し、市場の中で躍らされているにすぎない、という
見方も存在する。これについて、主に小学生から高校生までを取り上げ、90年代以降の若
者たちを考察した中西（2004）は、若者たちが上の世代と比べて消費文化の最先端を生き
ている一方で、彼らが社会の一員としてきちんと位置づけられておらず、社会への帰属意識
も低いことを指摘し、このような状態を「社会的縁辺化」と呼んだ。青少年が社会的経済的
に周辺におかれているということである。つまり、消費文化の主役としてそれを楽しみ、社
会と極めて関わりをもっているように見えるが、実際は社会の一員であるという感覚はあま
りもっていないということである。こうした、消費や社会に対する不安定さもまた、90年
頃を境に徐々に見えてくる変化と、生徒像と言えるであろう。
3つめに、彼らの関心の方向性である。既に伊藤（2002前掲書）が指摘しているように、
90年代以降の青年、若者たちの特徴に、彼らの関心が自身の内面や人間関係に向いている
ということがある。このような傾向は、90年代以降、とりわけ若者たちが情報メディア機
器を使った若者文化を形成するようになったことで、彼らの友人関係に関する研究や評論が
多くなったことからも見えてくるであろう。つまり、自己と他者へ関心が向けられていると
いうことである。この点について、例えば藤村（1999）は、若者たちの行動様式の特徴を
〈みんなぼっち〉と表現する。〈みんなぼっち〉には 2つの側面があり、「コミュニケーショ
ンを一定程度良好にとることができる、あるまとまりがあるのだが、そのまとまりの外とは
うまくいかないし、うまくいかせようともしない」（P.6）ことと、「みんなで同じところに
いるのに、そのなかでは個別的に〈自分らしく〉ふるまおうとする」（P.6）という側面があ
る。すなわち、彼らの人間関係に対する関心は、あくまで狭い範囲に限定されていること、
そして自分とみんなとの微妙な関係性にあると言えるだろう。
このような特徴は、女子高校生の制服のおしゃれに見られる「みんなと同じでありたい安
心感と、自分らしさを出す自己表現のアンビバレント」（山口 2007前掲書）とも重なる部
分があろう。同時に、「生徒」であるという側面と、「若者」であるという側面の間で揺れ動
く不安定さとも言えるし、校則違反の服装をしていても完全に学校を脱するわけではなく、
むしろ学校（学校のもの）へ、みんなと同じものへコミットすることで自己の安定をはかっ
ていると見ることもできる。
学校制服の着方が、女子高校生たちの人間関係、とりわけグループ間の関係性において大
きな意味をもっていることは、宮崎（1993前掲書）による制服の着方を中心とした外見と
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グループ（ヤンキー・一般・勉強・オタッキー）や、上間（2002）による制服のアレンジ
などの外見と小グループ（トップ・コギャル・オタク）により既に明らかにされている。生
徒たちの文化とグループとの関わりに関連がみられるということは、いかに生徒たちにとっ
て人間関係や友人関係が関心の対象であるかということであろう。生徒たちの関心が自分自
身、そして自分と関わるまわりの人間関係に強く向けられていることは近年の傾向であると
いえ、それ故に人間関係の中で上手くやっていかなければならないことが、彼らにとっての
息苦しさ、生きづらさに繋がっていることも指摘されている（土井 2008前掲書など）。
このように、生徒文化研究や若者文化研究がこれまで明らかにしてきた知見は、学校生活
における生徒たちの姿とは異なる部分を含んでいる。それは、彼らの学校世界とはまた別の
生活世界の一部を明らかにしていることとも言えるだろう。こうした、生徒たちの生活に関
する客観的な知見は、生徒理解にむけた客観的事実の把握に非常に大きく結びつけられるも
のと考えられる。若者文化研究の知見は、多様な生徒たちの姿を理解する生徒理解に向け
て、重要な役割を果たしうるものと思われる。この点について若干の考察を行いたい。
文部科学省が 2010年に作成した『生徒指導提要』において、生徒理解は生徒指導の基盤
であり、教育実践が成果を上げるための大前提の一つと位置づけられている。そして、生徒
理解において重要なものとして、「教師と生徒の信頼関係」「共感的理解」「客観的事実の把
握」が挙げられており、「客観的事実の把握」においては、客観的事実の内容として「能力
の問題、性格的な特徴、興味、要求、悩み、交友関係、生育歴、環境条件など」（P.44）が
挙げられている。この中で、「興味」や「悩み」「交友関係」などは、若者文化研究が取り上
げてきた対象と非常に近いものと考えられる。まずは、こうした客観的事実の具体的情報と
して、若者文化研究で得られた知見は重要な役割を果たせるだろう。とりわけ、多角的・多
面的かつ正確な情報収集と情報の共有が必要であるとされていることからも、多様な若者文
化の研究が大いに役立つものと考えられる。
さらに、生徒理解との連関という点において、今後若者文化研究に必要なことは、改めて
生徒たちの「対学校」的な志向がどのようなものであるか、すなわち「学校に対してどのよ
うに考えているのか、感じているのか」ということを、若者文化をとおして明らかにしてい
くことだと思われる。生徒文化から、若者文化へ移行したととらえられてきたことで、若者
文化に関する研究では、「対学校」的な視点はなかなか取り入れられてこなかった。しかし
ながら、若者文化研究の知見が生徒理解とより連関していくためには、若者文化との関わり
における生徒たちの行動や志向が、学校に対するどのような感覚とつながっているのか、と
いうことを明らかにしていく必要がある。そのために、より有効であると考えられる視点の
一つは、生徒たちによる若者文化を通した「表現」に着目することである。例えば、学校制
服の着崩し、おしゃれ、アレンジといった若者文化にみられる表現が、「対学校」という点
ではどのような意味をもつのかなども有効と考えられる。このように、生徒文化、青年文
化、若者文化といった視点で描かれる生徒像を視野に入れていくことで、より一層、多面
的・多角的な生徒理解が深まっていくであろう。
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最後に、本研究の今後の課題として、本稿で扱うことのできた研究知見はごく一部であっ
たことを挙げたい。さらに多くの若者文化研究の知見をとりあげ、その中でどのように生徒
像が描かれてきたのかを整理していく必要があるだろう。とりわけ 2000年代の若者文化研
究に関しては、より網羅的なレビューが必要である。およそ 10年周期で特徴が捉えられて
きた若者文化研究が、2000年代と 2010年代でどのような変容がみられるのか、あるいは
みられないのか、ということも今後は確認していく必要がある。若者文化研究の知見を整理
し、いかに生徒理解、生徒指導へ結びつけていくかが重要であろう。
注
1）　コギャルという言葉が初めて登場したのは、93年 6月の『SPA!』で、タイトルに用いられて
いる。同年 8月にはテレビ朝日の「マグニチュード 10」でコギャル特集が放送された。この年
はまさにコギャル元年といえる。また、同年 12月には、『FRIDAY』が早くも中学生を「マゴ
ギャル」と名付け、特集を組んでいる。コギャルの語源は「高校生ギャル→高ギャル→コギャル」
という説が有力とされているものの、一般的なイメージとしては「小ギャル」あるいは「子ギャ
ル」であった（別冊宝島 391『超コギャル読本 世紀末ニッポンを駆け抜けたコギャルたちの正
体 !』1998年、宝島社、P.71−72）
引用文献一覧
Lacey, C., Hightown Grammar, Manchester University Press, 1970.
伊藤茂樹（2002）「青年文化と学校の 90年代」日本教育社会学会編『教育社会学研究』第 70集，
pp89−103
岩木秀夫・耳塚寛明（1983）編集・解説『現代のエスプリ 195 高校生─学校格差の中で─』至文堂
上間陽子（2002）「現代女子高校生のアイデンティティ形成」日本教育学会『教育学研究』第 69巻，
第 3号，pp.367−378
大多和直樹（2001）「「地位欲求不満説」再考─上層 :生徒文化・下層：若者文化モデル試論─」日本
犯罪社会学会編『犯罪社会学研究』第 26号，pp.116−140
岡田朋之（2002）「2章　メディア変容へのアプローチ─ポケベルからケータイへ」岡田朋之・松田
美佐編『ケータイ学入門』有斐閣選書，pp.23­46
岡田朋之・羽渕一代（1999）「移動体メディアに関する街頭調査の記録（抜粋）」武庫川女子大学生
活美学研究所編『武庫川女子大学生活美学研究所紀要』第 9号
片岡洋子（1997）「女子高校生が浮遊する日常と街　制服ファッションと援助交際の物語」中西新太
郎編『子どもたちのサブカルチャー大研究』労働旬報社，pp.122­141
木原健太郎（1964）「学校の社会学」日本教育社会学会編『教育社会学研究』第 19集，pp.137−149
酒井朗（1994）「1970～80年代高校生文化の歴史的位相」南山大学『アカデミア 人文・社会科学編』
第 59号，pp.225−254
酒井朗（1996）「社会の変化と現代高校生」『月刊高校教育』10月号，学事出版，pp.14−20
白石義郎（1976）「「生徒のサブ・カルチャー」再考─パラダイムによる理論化への試論─」日本教
育社会学会編『教育社会学研究』第 31集，pp.153−162
白石義郎（1978）「高等学校における生徒文化の形態と機能に関する調査研究 −1−生徒文化の類型
182
を中心として」九州大学教育学部『九州大学教育学部紀要 教育学部門』24集，pp.147−164
武内清（1979）「現代高校生の下位文化 ─ 4校の調査から─」武蔵大学人文学会『武蔵大学人文学
会雑誌』第 10巻，第 4号，pp.83−95
武内清（1980）「Ⅵ 高校生の行動類型（タイプ）」福竹書店『モノグラフ・高校生 ʼ80　Vol.2 高校生
の生徒文化』pp.85−102
武内清（1981）「高校における学校格差文化」日本教育社会学会編『教育社会学研究』第 36集，
pp.137−144
武内清（1993）「6章　生徒文化の社会学」木原孝博・武蔵孝典・熊谷一乗・藤田英典編著『学校文
化の社会学』pp.107−122
武内清・苅谷剛彦・浜名陽子（1982）「学校社会学の動向」日本教育社会学会編『教育社会学研究』
第 37集，pp.67−82
土井隆義（2008）『友だち地獄─「空気を読む」世代のサバイバル』筑摩書房
徳岡秀雄（1992）「青少年問題と教育病理」日本教育社会学会編『教育社会学研究』第 50集，
pp.146−163
仲川秀樹（2002）『サブカルチャー社会学』学陽書房
中西新太郎（2004）『若者たちに何が起こっているのか』花伝社
中村功（2003）「携帯メールと孤独」松山大学学術研究会『松山大学論集』第 14（6），pp.85−99 
野村哲也（1967）「都市高校生の生活態度と価値観 ─その分化と学校差─」日本教育社会学会編『教
育社会学研究』第 22集，pp.70−88
秦政春（1980）「現代学校の選抜機能と生徒文化」福岡教育大学『福岡教育大学紀要 第 4分冊 教職
科編』30集，pp.63−87
馬場四郎（1958）「学校社会学」日本教育社会学会編『教育社会学研究』第 13集，pp.115−124
浜田陽太郎・松本良夫（1972）「「学校の社会学」に関する文献」日本教育社会学会編『教育社会学
研究』第 27集，pp.191−203
樋田大二郎（1982）「中・高校生の問題行動に関する研究─生徒文化研究適用による検討─」日本教
育社会学会編『教育社会学研究』第 37集，pp.139−150
藤川大祐（2008）『ケータイ世界の子どもたち』講談社現代新書
藤村正之（1999）「序章 〈みんなぼっち〉の世界」富田英典・藤村正之編『みんなぼっちの世界─若
者たちの東京・神戸 90ʼs・展開編─』恒星社厚生閣，pp.3−14
穂坂明徳（1984）「高校生の逸脱と生徒文化」日本教育社会学会編『教育社会学研究』第 39集，
pp.77−91
松田美佐（2000）「若者の友人関係と携帯電話利用─関係希薄化論から選択的関係論へ」日本社会情
報学会『社会情報学研究』No.4，pp.111−122
松田美佐（2002）「6章　ケータイ利用から見えるジェンダー」岡田朋之・松田美佐編『ケータイ学
入門』有斐閣選書，pp.125−148
耳塚寛明（1980）「生徒文化の分化に関する研究」日本教育社会学会編『教育社会学研究』第 35集，
pp.111−122
宮崎あゆみ（1993）「ジェンダー・サブカルチャーのダイナミクス─女子高におけるエスノグラ
フィーをもとに─」日本教育社会学会編『教育社会学研究』52集，pp.157−177
宮台真司（1994）『制服少女たちの選択』講談社
山口晶子（2007）「若者文化としての学校制服─女子高校生の制服おしゃれに着目して─」日本子ど
も社会学会編『子ども社会研究』第 13号，pp.62−71
山村賢明・北沢毅（1992）「子ども・青年研究の展開」日本教育社会学会編『教育社会学研究』第
183
武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要　e Basis Vol.4（2014.3）
50集，pp.30−48
米川秀樹（1978）「高校における生徒下位文化の諸類型」大阪大学人間科学部『大阪大学人間科学部
紀要』第 4巻，pp.183−208
引用資料
『生徒指導提要』2010年，文部科学省
別冊宝島 391『超コギャル読本　世紀末ニッポンを駆け抜けたコギャルたちの正体 !』1998年，宝島社
